
 

10月11日、藤の園の運動会がありました。ご父兄や学校

の先生方にも大勢応援に駆け付けていただき、子どもたちも

元気いっぱいグラウンドを駆け回りました。 

この運動会は、自治会（中高生の自治組織）が中心になっ

て競技内容や役割などを決めて行なっています。競技内容は

子どもたちが考えたオリジナルなものも多く、時には笑いを

誘ったりします。最後の子どもも大人も参加した紅白リレー

では、大声援を受けながら、みんな本気モードで走っていま

した。 

また、当日は学生のボラン 

ティアさんにも手伝っていた 

だき、良く晴れた秋天のもと 

穏やかな一日を過ごすことが 

できました。ご声援ありがと 

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

      

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

を
標
榜
す
る
私
た
ち
は
、
何
よ

り
も
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
包

み
込
む
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   

こ
の
三
月
に
卒
園
す
る
Ｓ
さ

ん
は
、
動
物
看
護
師
の
資
格
を

取
っ
て
、
動
物
を
助
け
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

専
門
学
校
に
進
学
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
的
な
理

由
か
ら
進
学
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
い
っ
た
ん
就
職
し

て
お
金
を
貯
め
て
か
ら
専
門
学

校
に
行
き
、
必
ず
動
物
看
護
師 

                

  

職
員
が
雪
か
き
を
し
て
い
る

と
何
人
か
の
子
ど
も
た
ち
が
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。幼
児
さ
ん
も

自
然
に
外
に
出
て
き
て
一
緒
に

な
っ
て
雪
か
き
を
し
て
く
れ
ま

す
。
台
所
で
は
、
小
学
生
が
お
米

を
研
い
だ
り
、野
菜
を
切
っ
た
り

職
員
と
一
緒
に
食
事
の
準
備
を

し
て
い
ま
す
。 

小
さ
い
頃
か
ら
職
員
（
大
人
）

と
一
緒
に
見
た
こ
と
、聞
い
た
こ

と
、
体
験
し
た
こ
と
は
、
「
三
つ

子
の
魂
、
百
ま
で
も
・
・
・
」
の

た
と
え
の
と
お
り
、こ
の
子
た
ち

の
原
風
景
と
な
っ
て
、そ
の
後
の

人
生
の
大
き
な
礎
と
な
り
ま
す
。

き
っ
と
、
こ
の
子
た
ち
は
、
大
き

く
な
っ
て
も
手
伝
う
こ
と
を
厭

わ
な
い
で
し
ょ
う
。 

「
自
分
は
自
分
で
い
い
の

だ
」
、
「
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る

の
だ
」と
い
う
壊
れ
る
こ
と
の
な

い
自
信
（
安
定
し
た
自
己
受
容
）

を
持
っ
て
い
れ
ば
、困
難
に
直
面

し
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
自
己
受

容
を
育
む
た
め
に
は
、信
頼
で
き

る
大
人
の
存
在
が
必
要
不
可
欠

で
す
。そ
れ
ゆ
え
に
、私
た
ち
は
、

子
ど
も
た
ち
と
誠
実
に
向
き
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。「
子
ど
も

は
、大
人
の
背
中
を
見
て
育
つ
」、

こ
の
こ
と
ば
を
肝
に
銘
じ
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。 

 

（１）            いちのせき 藤の園       ２０１５年１月   

社会福祉法人ふじの園基本理念 「キリストの愛と光によって導かれた子どもたちの尊厳と幸福を目指します」    

  

昨
年
の
九
月
に
当
園
の
養
育

指
針
を
改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の

指
針
は
、
子
ど
も
た
ち
に
平
等

で
最
善
の
利
益
に
沿
っ
た
養
育

を
行
な
う
た
め
に
養
育
の
在
り

方
や
職
員
の
姿
勢
な
ど
基
本
的

な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。 

改
訂
す
る
に
あ
た
り
、
私
た

ち
が
大
切
に
し
た
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
権
利
を
擁
護
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
る
と
言
う

こ
と
で
し
た
。 

養
育
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
存
在
に
つ
い
て
、
「
生

ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
思

い
、
自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
存
在
を

包
み
込
ん
で
く
れ
る
温
か
さ
と

無
条
件
に
愛
さ
れ
て
い
る
雰
囲

気
を
実
感
し
た
と
き
に
、
生
へ

の
不
安
を
乗
り
越
え
、
大
き
く

成
長
し
て
い
く
と
言
わ
れ
ま

す
。
特
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
施
設 
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いい
ちち
のの
せせ
きき   

藤
の
園 

 

二
〇
一
五
年
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

児
童
養
護
施
設 

一
関
藤
の
園 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

園
長 

マ
ウ
エ
ル
・
ク
リ
ス
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（４）            いちのせき 藤の園       ２０１５年１月   

一関藤の園基本理念「祈りと感謝の心」私たちはキリストの愛の精神に基づき子どもたちの豊かな人間性を育みます  

 12 月5 日、サンタニコラオのお祝いに合わせて、一関地

区遊技場組合青年部のみなさんからクリスマスプレゼントを

いただきました。 

 ろうそくに火をともして、ワクワクしながらサンタさんを

待っていると、大勢のサンタさんやトナカイがやってきて、

子どもたち一人ひとりにプレゼントやケーキを渡していただ

きました。子どもたちは、サンタさんやトナカイに会えて大

喜び。最後に子どもたちからサンタさんへ「来てくれてあり

がとう」とお礼の 

手紙や絵を渡しました。 

ステキなプレゼントをあり 

がとうございました。（来 

年また来てくれるといいな） 

8月13日、恒例となっている卒園生VS在園生・職員の

野球の試合がありました。野球のためだけに駆けつける卒園

生もいて、和やかな雰囲気の中にも負けられない、打ちたい

という意地と意地とがぶつかり合う真剣な試合となりまし

た。 

試合の合間には卒園生から近況を聞いたり、また在園生と

卒園生の交流の場になったり、とても良い時間を過ごすこと

ができました。試合が終わったあとの卒園生との慰労会では、

試合を振り返った 

り、思い出話に花が咲きま 

した。まだまだ若いと思っ 

ていても年齢的にだいぶキ 

ツくなってきましたが、身 

体の続く限り、これからも 

続けたいと思っています。 

 

 

11月22日、ライオンズクラブのみなさんと特別養護老

人ホーム福光園を訪問しました。 

 中高生のハンドベルでは「ふるさと」を演奏し、音色に合

わせてみんなで一緒に歌いました。また幼児さんや小学生

は、元気に妖怪体操の踊りをお見せすることができました。

帰る時には、子どもたちがおじいちゃん、おばあちゃんにプ

レゼントを渡しながら「元気でいてくださいね」、「また来

ますね」と声を掛けていました。 

短い時間でしたが、おじいち 

ゃん、おばあちゃんと交流が持 

てて、とても良い時間を持つこ 

とが出来ました。 

また、来年きますね。 

お
も
い
っ
き
り
動
か
す
大
切
な

場
所
と
し
て
安
心
し
て
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
十
二
月
十
九
日
に
は
、

四
年
ぶ
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

開
く
こ
と
が
で
き
、
職
員
と
子
ど

も
た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
鮮

な
気
持
ち
で
聖
劇
や
ハ
ン
ド
ベ

ル
な
ど
を
一
生
懸
命
練
習
し
、
お

出
で
下
さ
っ
た
皆
様
に
大
変
喜

ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
沢
山
の
方
々
に
支

え
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
感
謝
の
心
を
持
っ
て
過
ご

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
、
家
庭
的
養
護
を

充
実
さ
せ
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
の
自
立
に
つ
な
が
る
支
援
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

今
年
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

新
年
あ
け
ま
し
て 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 

二
〇
一
五
年
を
職
員
と
子
ど

も
た
ち
全
員
が
元
気
で
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な

く
四
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
も
こ
の

四
年
間
は
、
園
舎
の
再
建
や
家

庭
的
養
護
の
推
進
な
ど
震
災
を

機
に
色
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
の
多
い
四
年
間
で

し
た
。 

 
 

一
昨
年
は
、
園
舎
の
再
建
と

親
子
訓
練
棟
の
改
修
工
事
、
昨

年
は
体
育
館
の
補
強
工
事
を
行

い
、
計
画
し
て
い
た
建
物
等
の

整
備
を
予
定
通
り
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
震
災
以
降
、

使
え
な
か
っ
た
体
育
館
は
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
身
体
を 

      

養
育
の
い
と
な
み 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

に
な
る
と
話
し
て
い
ま
す
。 

全
国
の
高
卒
後
の
進
学
率
は

六
割
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
児

童
養
護
施
設
の
子
ど
も
た
ち
の

進
学
率
は
三
割
に
も
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
在
園
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
中
に
は
、
看
護
師
、

保
育
士
、
調
理
師
に
な
り
た
い

と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支
援

が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

夢
は
夢
で
終
わ
ら
ず
、
努
力

す
れ
ば
、
き
っ
と
夢
が
叶
う
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
が
実
感
で
き

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。 

                

 カナダ人のミシュリン先生による英会話教室をはじめ

ました。毎週金曜日の夕食後から1時間程度、現在、中高

生5人が楽しみながら英会話を習っています。 

 先生によると、生徒達の発音はとってもよろしいとのこ

とで、覚えも早いとのことです。 

 小学校や中学校でも英語教育に力を入れています。英語

が分かれば色々な可能性が広がります。ＩＬＣが誘致され

れば外国の人たちとの交流の機会も多くなります。当園に

も外国のお客様が時々いらっしゃ 

います。小さな一歩でも世界中の 

人たちと仲良くなるために、この 

レッスンがきっといつか役に立つ 

日が来ると思います。 

  

  

 元気な幼児が８名います。お出かけ大好き。いつも親子

広場や図書館に出かけます。行くと、たくさんのお友達と

遊んだり、けんかをしたり、また道行く人にあいさつした 

りと、良い関わりに恵まれています。 

 特に、親子広場の方々と菜の花プラザの方々にはいつも

声をかけていただいています。多くの方々に温かく育んで 

いただき、ありがとうございます。 

 

 

 

 

夢
を
叶
え
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

４年ぶりのクリスマス会 
聖劇の場面。はじめて参加した子どもたちも多く、練習の時間も 

限られていましたが、みんな堂々と演じ切ることができました。 

 

mailto:ichi.fujinosono@mirror.ocn.
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（２）           いちのせき 藤の園       ２０１５年１月 （３）         いちのせき 藤の園       ２０１５年１月 

 

子どもたちは本園にある６つのユニットと地域小規模児童養護施設で生活しています。７つのホームにはそれぞれ大

天使や聖人の名前がついています。今回はミカエルホームをご紹介します。 

我がミカエルホームは、甘え上手な男の子（小１）、やんちゃだけどちょっとシャイな男の子（小２）、とっても仲

の良い双子の兄弟（小３）、そして夕食にご飯二合を平らげ、本気で甲子園を目指している高校球児（高２）と個性溢

れる男の子5名で構成されています。小学生4名は、行事の準備や休日のホームの掃除等をよく手伝ってくれるので

とても助かっています。また、ユニットになって調理をする機会が増え、時間があれば味噌汁作りや魚焼き、お米を研

いでくれることもあります。年子の小学生4人の喧嘩が多いホーム（特にテレビのチャンネル争いは毎日）ですが、一

人ひとりはとても優しいキッズ達です。練習等でホームにい 

る時間が少ない高２男児も、普段は口数が少ないけど実は、 

優しい男の子❤頼りになる存在です。 

 「団結力」と言う言葉は、ミカエルホームではまだまだ 

学習中ですが…なんだかんだと毎日ハプニングありサプラ 

イズありで、とても愉快？なホームです。 

さあ～、今日も一日がんばるぞ！ 

 

 

今日はハンバーグ作るぞ！ 

 

 

 

昨年6月に耐震診断を実施し、補強が必要なことや亀

裂等が多数見られることから改修工事を行いました。 

10月末にすべての工事が終わり、震災以降使えなかっ

た体育館がやっと使えるようになりました。改修工事で

は、耐震補強はもちろんのこと、内外の壁面とガラス戸

などを全面改修し、トイレもすべて新しくしました。ま

た、補強した壁面にはフリークライミングの遊具を取り

付けました。 

 冬でも子どもたちがおもいっきり身体を動かせる場所

ができたこと、また色々なイベントにも使えるようにな

りました。 

 民区のみなさんをはじめ 

地域のみなさんにもぜひ活 

用して頂きたいと考えてお 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の夢は保育士さん？ 

(藤保育園職場実習) 

ＴＨＥ男の料理！（食育実習） 

ガンバレぎんじ選手！ 

ガンバレ楽天！（楽天招待） 

 

消火ならボクに任せて！ 

   （消防署見学） 

新幹線かっこいいね☆ 

（一ノ関駅にて） 
そうめんまだかな～？ 

(ライオンズ夏祭り)  

ふぅ～、おなかいっぱい❤ 

ごちそう様でした！（やまなか家さん招待） 

えらいでしょ 

お皿だって洗うんだから！ 

サンタさん、プレゼントありがとう♪ 

(サンタ・ニコラオ) 

悪い子はいねえ～があ～！ 

 (転地養護・秋田ふるさと村) 

うちでも 

ワンちゃん 飼おうよ 

そうか こうやってだっこ 

するんだね（性教育から） 

気合を入れていくぞ！ オォ～！ 

   （サマーキャンプにて） 

ちょっとこわいけどやってみるか 

（サマーキャンプにて） 

キャ～ 助けて！ 

ボールの海にしずんじゃう～❤ 

試合が終わって・・・ 

（ＢＢＳ球技大会） 
もっと上までのぼれるよ！ 

（新しくなった体育館で） 

わかった！ 

次は、ぼくの出番だね 

 

 

 ＣＡＰは、（Child Assault Prevention）の頭文字で

子ども自身がいじめや虐待、誘惑や性被害などの様々な

暴力から自分の心と身体を守るための人権教育プログラ

ムです。1970 年代にアメリカで開発され、現在では世

界10数か国で実施され、日本には1990年代から各地

で実施されるようになりました。 

 私たちの施設でも、ＣＡＰ岩手のみなさんのご協力を

いただいて職員のワークショップと小学生のワークショ

ップを行いました。小学生のワークショップでは、安心・

自信・自由をキーワードに寸劇を交えて、いじめや性被

害に遭いそうになったときの対処方法や不審者から身を

守る具体的な方法などを分かりやすく教えていただきま

した。 

子どもたちにとっても職員にとっても大変有意義なワ

ークショップとなりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館の改修工事終わる ＣＡＰのワークショップ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒
園
を
控
え
た
高
校
三
年
生
な
ど
を
対
象

に
生
活
自
立
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

一
週
間
か
ら
一
か
月
程
度
の
期
間
、
慣
れ

な
い
一
人
暮
ら
し
を
体
験
し
、
戸
惑
う
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
失
敗
し
た
経
験
を
大

切
に
し
な
が
ら
卒
園
後
の
生
活
に
活
か
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。 

 

体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
少
し
ご

紹
介
し
ま
す
。 

・
一
か
月
近
く
だ
っ
た
か
ら
作
れ
る
料
理
が

か
な
り
増
え
た
。
材
料
を
残
さ
ず
使
い
切

れ
る
よ
う
に
色
々
考
え
た
。
朝
ご
は
ん
と

弁
当
を
手
際
よ
く
作
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ゴ
ミ
の
分
別
と
か
出
す
日
が
分
か
ら

な
か
っ
た
け
ど
少
し
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
自
分
が
好
き
な
よ
う
に
時
間
を
使
え

た
。
（
高
三
・
Ｓ
さ
ん
） 

・
ゆ
っ
た
り
と
生
活
で
き
た
こ
と
。
ま
た
、

食
事
に
つ
い
て
色
々
考
え
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
。
最
初
、
部
屋
の
温
度
調
整

が
出
来
ず
、
給
油
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
食
材
を
長
く
保
管
し
て
い
た
の
で
、

一
部
の
色
が
悪
く
な
っ
て
い
た
り
と
衛
生

上
良
く
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
部
屋
の
掃

除
を
怠
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
自
立
出
来

て
い
な
い
と
思
え
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
と
思
っ
た
。
（
高
三
・
Ｍ
く
ん
） 

                  
 

生 

活 

自 

立 

訓 

練 

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
よ 


